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 要 旨   

 

背景： 

うつ病と薬物使用（アルコールや他の薬物）が、パートナーの自殺による死別と自殺との関

連を説明するかどうかを調査した。 

  

方法：  

1980年から 2016年までのデンマークの全国縦断的データを用い、パートナーの自殺による

死別に直面した 22,668人と、他の原因によるパートナーの死によって死別した 913,402人

を比較した。因果媒介モデルを使用し、うつ病と薬物使用（別々に検討）が自殺による死別

と自殺との関連を媒介する程度を推定した。 

 

結果： 

自殺した遺族のパートナーは、他の遺族のパートナーと比較して、自殺およびうつ病のリス

クが高いが、薬物使用のリスクは低かった。また、うつ病の診断が記録された遺族において、

自殺リスクが高かった。媒介分析により、遺族の対照群を使用した場合、自殺した遺族とパ

ートナーの自殺との関連性の 2%がうつ病によって媒介されていた。 

 

結論：  

うつ病は、自殺による遺族と自殺との関連性の部分的な媒介因子であった。自殺による遺族

のうつ病を予防し、治療を最適化することで、自殺リスクを減らす可能性がある。 

 

 


